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浅海定線調査

安部恒之・矢持進・城久

浅海定線調査測定位置この調査は、国庫補助事業として全国的に

行われている漁海況予報事業の中の浅海定線

調査として、内湾の富栄養化現象と漁場環境

の把握を目的に昭和47年から実施している。

臓査実施状況

1．凋在地点

大阪湾全域20点（図1参照）

2．調査項目

一般項目（水温、塩分鼠、透明度、水色、

気象）

特殊項目（溶存酸素、PH，COD、

NH,-N、NO,-N，NO.-N，PO,-P，

Total-P、プランクトン、クロロフィル）

*NH,-N、NO,-N、NO,-N，NO,-P

はろ過水を測定

西宮
3．調査回数

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，

5，8，11月）

4．測定価｜

水温・塩分盆...o，5，10，

20，30m

底届

特殊項目……表肘、底屑

5 ．闘査船．

船名……はやて(39.97

トン､230馬力）

船長……戸口明美
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機関長……榊昭彦

乗組員……奥野政嘉・辻利幸

調査結果

一般項目測定結果

特殊項目測定結果

プランクトン測定結果

表
表
表

付
付
付

結果と考察

図2に水温、気温の平年偏差、図3に塩分の平年偏差および降水量の変化を示す（水温、塩分の

平年値としては全点、全届平均の月別7年平均値を用いた)。また図4に栄養塩等の表底層別平均
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値の変化を、図7－(1)~U)に、2，5，8，11月における栄養塩等の水平分布を示す。これらの

図から1979年（昭和54年）の特徴として、
！‐

（1）9月を除いて、高水温傾向が持続し＊I（図2）。
!|

P,|

（2）1977年後半からの高塩分化は‘79年も顕著であった。（図3).;

（3）8月底層におけるnh.-n;po,-Pj濃度が例年より高い(図4,図7-(3))。
｜｜’ ‘i,，､

（4）2月のNO,-N濃度が例年より高い（図4ル｜､/I、､』‘
､，俗ザヘ、卜･《．’，，‘

ことをあげることができる6(1)については｢プイロポットによる海況の自動観測」（19頁）で述
,げf ■q

くる。(3)については底廟の貧酸素化にともなう栄養塩の蓄積現象で、全平均39％、湾奥平均5影

と肢も貧酸素化したためである。st18の底屈におけるNH,-N、PO-P捜度はそれぞれ66ixQ-at
I‘1

／f、14“－0t／2で*72年以降の般商値である。(2)、14)の特徴については以下にやや詳細に検

討する。

州.I．‘、b
br j j F - ､

： 、

1．’7.9年の高塩分現象についでr峰．い、

塩分の平年偏差（図3）をみると、’79年は7月に平年より低下したがも全体には'78年同様

の高塩分状態が継続している。しかし両年の高塩分化には大きな相連がある。それは、’78年の

降雨量が平年の64筋と少ないのに対し'79年は平年並みの雨廼があったことである。

昭和53年度耶業報告で､年総雨昼と稗均塩分の関係について検討し勘､､79年のデーﾀ
,,1

？．Q

を入れてみると図5のようになる。ここで浅海定線劉査は月始めに行なっているため、各年の年

平均塩分に対する年総雨量は前年の12月から1年間の雨量を用いてある。この図で'79年を除

くと、平均塩分は高雨年に低く、小雨年に高いという負の相関があることがわかる。これから

’78年の高塩分化が､基本的には雨撞したがって淡水流入戯が少なかったことに起因しているこ

とがうかがわれる。しかし･79

年は平年なみの雨量にもかかわ

らず、’78年に匹敵する高塩分
、胎年

で点群から大きく離れている。

このことは、’79年が淡水流入働

による湾内の塩分低下を補なう、雨】
．■

外海水の流入が卓越していたと‘

とを示しているものと思われる6国

外海水の卓越状況を、湾口部

底脳の最高塩分値からみても、

'79年は常に33船以上の水が

存在し（最底は12月の33．2

筋、最高は8，9月の34％｡)、

0知

4”卜－

麺

皿

恥
丘
31．0 31．5‘漣.0

年平均塩分（船）

漣5

図5年平均塩分と年総雨mの関係

（雨量は大阪府気敷年報による）
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特に1月から9月までは33．5％0以上であり、例年と比較してかなり高塩分であった。また分布

のうえでも1，2，9月には湾奥底脳は33*0の高塩分水で占められたが、通徽1，2月には31

船台に低下する湾奥底脳水が高塩分化したのは始めてのことである。

2．2月におけるNO,－N濃度の増加について

lで述べたように'79年2月は外海系水が卓越しているときにあたり、塩分浪度は過去の2月

と比較して肢も高い。大阪卿湾では栄養塩の負荷源は湾奥河川に災中しているため、プランクトン

による取込みの影審がない時は塩分と栄養塩濃度の負の相関は強い。このことから負荷が一定の

状態では、栄養塩の湾内濃度は塩分濃度に支配されている、すなわち高塩分時では栄養塩濃度は

低下すると考えてよい。ところが図4においてNO,-N農度の経年変化をみると、’79年2月は

股も商濃度であり、うえで述べた事と矛盾する。これには負荷の地大も考えられるため以下で検

討する。

図6は'79年2月および11月における塩分とNO,-N濃度の関係である。それぞれ負のftft

で近似されるがJ両者は一致せずほぼ平行で、2月の濃度レベルは約6w9-Qt/f高い。'72年

以降の冬期における塩分とNO,-N濃度の関係をみると、多くは11月の直線にほぼ対応するが、

･－，79年2月

×－，79月11月
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'78年11月については2月の関係で近似される。この両者の相違は、勾配が大きく変わってい

ないことから、負荷の変動よりも低濃度源である外海系水のNO,-N濃度が変化したためである

と思われる。’78年11月、'79年2月に外海系水のNO,-N濃度が増加したことについては二

つの要因が考えられる。一つは外海におけるNO,-N濃度の季節変化の相違であり、もう一つは

外海域を栄養塩濃度の異なる水塊が支配したことである。これらについては外海域の栄養塩濃度

の検討が必要であるが、’75年以降は「冷水塊」が存在し、黒潮流軸の変動が大きい期間の現象

であるだけに興味深い。

－6－
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ブイロボットによる海況の自動観測

安部恒之・城久

48年3月、間の補助を受けて大阪湾に設通した海況自動観測ブイによって水温、塩分、pH，

流向、流速、気温の迎続製測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶に

よる観測では把握できない海況変動の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚濁現象を監視するこ

とが可能である。

股 置場所

（ブイ局）

大阪府泉佐野市阪南港

E135'16'09*)

大阪府泉佐野市阪南港泉佐野沖防波堤灯台より真方位290。、Skill(N34o

E135"16'09*)水深18m

(基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内

26'54〃、

ZH､純匡

和川

岩擢

誇侭
仮屋

投世場所
プイル）泉佐野沖防波堤灯

より真方位290.,5
水深18m.泥質

雄地A』）大阪府泉南祁岬町
大阪府水産拭験明

一
一
一
洲
一
皿

《
雲
哩
、

詞調#)“
友ケ脇

Ｎ
九
牛
ｌ
’

20km
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観測項目等

。（我肘………－1m)水棚、塩分､PH、流向、流速

。（底肺………－17m)水温、塩分

。….……….………………･気温

毎正時1日24回観測

システムの橿要

このシステムは海上に設置された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局に

より構成される。

ブイ局は測定器、電子回路、無線愈送機器、電池等を搭載したアルミ製のブイ本体とで構成され、

基地局からの指令で観測し、データをデジタルパルス符号に変換し、基地局に送侭する。

基地局は、30分、1時間、3時Ⅲlのいずれかに設置された時間間隔で、ブイ局に観測指令を出

し、受信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて自動的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。

結果と 考 察

毎時の観測データから、水分・塩分（表、底嫡)、pH(我噛）の日平均値を求め、その変化を

示したのが図1(折込み）である。なお同図には大阪府気象月報（大阪管区気象台）から、日降水

量、日平均風速の変化および浅海定線、水質監視、赤潮パトロール等の分布観測時に測定したブイ

底層の酸素飽和度も示してある。

5月下旬の欠測は定期点検、1～3月における底屑の水温、塩分の欠測はセンサーの故障、9～

11月における塩分の一部欠測はセンサー部にカニが生恩し正常なデータが得られなかったためで

ある。

図1における水温、塩分、PHの変動の相互的な関係、またそれらと気象要因、底閣の貧酸素現

象との関連についての各年に共通する一般的な特徴は、すでに昭和51～53年度祁業報告で述べ

ているので触れない。ここでは水温の平均偏差の変動から'79年の特徴について若干の検討を行な

つ⑥

’79年の水温変化を旬平均値の平年（'73年～'79年平均）偏差で図2に示す。なお同図の気温

は大阪府気象月観からの7年平均偏差である。

表層水温は1月から4月中旬まで平年よりl～2℃高い水温が持続し、その後9月まで傾向的な

変動はみられないが、10月以降は再び高水温で経過して、全体には*79年は商水温で特徴づけら

れる。特に1月の月平均水温11．7℃は、1958年（昭卿133年）以降の定置観測データと比較

（海域差を補正）しても最高であった。この冬期の高水温現象を含めて表層水温の変動傾向は気温

－20－
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気象・海況の定置観測

安部恒之・矢持進・城久

この闘査は毎日定時に定愚観測点の気歎海況を観測することによって、漁海況の現況と変動を把

握し、その予測に役立てようとするもiのである。なお海況は昭和48年から、気象は昭和50年か

ら自動観測化している。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府水産試験場(N3419'12"、E1357'24')

観測 項 目

気象：天候、気温､.湿度、気圧、日照lit、雨量、風向、風辿（瞬川、平均）

海況：水温、塩分(-1m/Bi)

観測資料の整理方法

データは記録紙上に連続記録されるが、院取方法としてはF妃によった。

気温：03，09，15，21時の4回とその平均値および1日の鮫刑値、最低価

湿度・気圧：09時の値と1日の股間、最低値

雨量・日照量：1日欄算値

風llﾘ・風速：瞬間雌間風速と風向、10分間平均の蚊|!i風速と肌向、および09，15時の平

一均風速と風向

水柵・塩分：03，09，15，21時の4回とその平均値

観測結果

水温・塩分以外の観測結果を付我－4に、また結果を整理したものを表－1に示す。

なお、関西電力多奈川節二火力発電所（出力120万kw)が昭和52年4月から試験操業を開始し、

昭和53年には営業運転に入ったため、水温データには温排水の影唇があらわれるようになった。

このため、昭和52年4月以降の水温、塩分観測結果については?-It業報告に似戦していない。しか

し昭和42年に水産拭験場が岬町に移転後、この地点で継続してきた水温・塩分の定置観測を中断

することは、大阪滴の海況変動を把握するうえで大きな障智になるものと恩われる。そこで発電所

稼動後の水温（塩分）データについては、なんらかの方法で温排水の影響を除去、補正して継続利

用できる状態にしたい。その結果は昭和56年度ﾘﾘ業鰯告に靴せる予定である。

－24－
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※平均気棚は1日の平均気温（3時、9時、15時、21時の4回）の月平均値で示されている。

ｰ一

－25－

2 7 1 11 12 を

男

温

(℃〕

,1

Mノ
F1

平均気温

日最高
気温

その起旧

日最低

気泌

その起日

８
８
８
Ｚ
９

１

１

9.4

釦．

0.1

3

０
３
０
３

釦

１

２

３

０

５

５
６
１

麓
別
２

１ 19.

31．

認

9

鯉
３
Ｚ
正
１

25.

３
３
２

記
謁
雷
浬
潟

24.9

31.2

23

17.1

11

５
２
１

釦
認
１
９
露

Ｉ

Ｐ
Ｉ

■
ｂ
も

●

弱
５
３
脂

４１

９
・

ａ

９
５
０
３

１

１

17.6

35.1

7月31E

明飼E

0.1

3月31

閏
水
昼

(mn

総降水蛍

股大日、

その起旧

68.5

25.0

29

105.

49.

』
。
、
宮

●

５
・
４
”
２

９

略
灼
別

１ 270.

127

８
－
８

４
：
‐
１

蕊

８
３
１

Ｆ
Ｄ
Ｌ

ｐ
ｂ
Ｌ

略
盟
訂

１ 214.§

95.5

鋤

1叱

40

19

●

０
９
０

９
３
１

42.

12.

20

1,775.

183.1

6月291

国

趣

鹿

般大風連

同 風向

その起旧

般大瞬川I

風速

同 風向

その起雁

.!;
l7.：

■

WI

18

22.（
P

NW

18

16.

WW

固

麓．

WN)

1

17.

八

26.

ssw

3

14.0

鱒

23.8

SSI

13.

NⅥ

li

22.

1

23

14

識

SS)

口
Ｕ
■
勺

14.‘

m

型．

S

12.

q

18

23.

ssw

肥
・
”

25.0

釦

弱.0

NNV

3〕

①

９
Ｖ
９
１

Ｎ
１
羽
Ｎ
胸

１

８
Ｗ
６
Ｗ
６

”

１ 13.8

肌

I

19.7

肌

2

25.

9月30E

弱.0

NNW

9月釦E

Ｐ
ｆ
ｐ
ｊ
■
己
日
‐

日
時 総 時激 1162．1 151.1 198.4 2“､3 270 212. 241.0 215. 84.1 一 142.2

温
度

(粥）

雌小湿度

その超I

41

7

14

24

割

i:

1

2

９
２

１

２

22

りq
凸du

!（

｛

4 40

12

37

20

１

３
蹴

2

1

㈹
９
．
５１

19

3月281
4ﾉ1221



大阪湾漁場水質監視調査

城久・安部恒之・矢持進

この調査は大阪湾東部海域を定期的に観測することによって湾奥汚濁水の動態、赤潮発生状況等

湾内水質を監視することを目的として昭和45年から継続して実施してきた。

この間施設の充実や各稲の調査が並行して行なわれ、大阪湾の海況特性の把侭、汚染の現況と構

造等その実態が次第に明らかにされている。また河川や陸上の排水施設に対する規制が強化された

ことなど社会情勢も大きく変化した。

このような状況に鑑み、調査の目標を海況変動と赤潮の形成・発達、底晒に出現する貧酸素水塊

の消長把握に、より重点をおくことが必要と考えられ、昭和54年1月から一部調査内容を変更した。

水質 監 視 調 査定点の位朋

◎観測海域と測定点

図1に示す大阪湾東部海

域14点

◎餌査回数および測定届

1月から12月まで毎月

中旬に1回、計11回（2

月は欠測）観測した。測定

、暦は表鰯と底層（海底上1

m)の2肘である。

聯
耐
．

l）51020肋
▲■■.

図l水質監視捌在測点図
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◎測定項目‘

|水温、塩分、透明度、溶存酸紫、海水蛍光値、プランクトン出現種と細胞数

画査結果

測定結果の詳細は付我5のとおりである。

これらの項目のうち水温、塩分にかぁる検討は浅海定線調査、ブイ等による海況の自動観測嬰査

の海況変動解析に含まれること、また赤潮プランクトンの出現蘭、発生海域は赤潮発生状況調壷と

して別項でとりあげているため、ここでは記載しない。

溶存酸素は表噛では赤潮の、底肘では貧酸素水の消長を表わしている。こ出ではこれらの測定結

果から季節変化の概況と貧酸衆水塊の形成、発遮とその附滅にいたる過腿の状況について説明する。

1979年の橿況を月平均値で我底別に図2に示した。底層酸素濃度は5月下旬から低下しはじ

め正常に回復するのは11月になってからである。6月から10月の間はお狸むね40～60影の

値を示すが8月上旬には一時的に大きく低下している。この間の海域分布を浅海定線調査時のデー

タも含めて図3にあらわした。5月下旬～6月は湾東部沿岸域に貧酸素水が出現する。底層水の貧

酸素化は8月上旬に著しく進行し、神戸和田岬～泉大津を結ぶ線以北の流奥海域は10影以下でほ
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とんど無酸索化している。この無鮫紫水塊は8月13日には解消するが、9月中旬にも泉州沿岸域

に30％以下の海域がある。飽和度50形以下の海域がみられなくなるのは10月中旬で、秋の底

脳水酸素飽和度の回似が1976，，77年にくらべてや出遅れていることが特徴といえる。一方我肘

の溶存酸素は季節変化が大きく平均値で5月〔195％）、8月(183SOと2つの大きなピー

クを示す。これはスケレトネマとホルネリヤによる大規模な赤潮が調査海域全域にわたって大発生

したことに起因するもので、淡閤水の蛍光値は酸素の変化とよく対応している。

参考までに両者の関係をプロットしたのが図4である。図から蛍光値は炭素同化作用の結果衷舶

水に供給された酸素濃度と密接な関係があり、植物プランクトンの生活々性をよく表現しているこ

とがわかる。

1979年

蛍祷簿
Z名‘

鞄

鍔
麺一一一

I】“、画

麺、 貢

ハジ U訪八RA回凡百

一一而冨一男
ﾊロ

登趨《，鰍

”
ｃI.-VUV

蕊醇
農』姉

h句
【】画五 1m乱

図3底肋水勝存酸業飽和度の海域分布(1979年，先）
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｜赤潮発生状況調査

矢持進・安部恒之・城久

この調査は、大阪湾の水質汚濁現象の1つである赤潮の発生を早期に把握し、可能な限り措置す

ることを目的として、昭和48年度から「赤潮情報交換事業」の一環として実施している。

鯛査の方法

発生状況を把握するための傭報収災は以Fの方法により行った。

1．4月から10月まで毎月2回、当場調査船による確認調査。（図-1)

2．浅海定線調査、魚群量調査及び漁場水質監視調査における確認調査（各々毎月1回実施）

3．赤潮情報交換事業における協力漁協等による通報

罰＝＆た旗

鵠
汀慨

鰹

仮ヅ．・態w“

.-.x製俊罰刷

へ,-〆榊1
友ケ烏一、051020km

鯛 査結果

昭和54年の赤潮発生状況の記録は

表－1．2及び図－2のとおりである

が、その特徴は次のように整理できる。、

昭和54年は年間25回の赤潮が確

認された。月別には5月～8月の水温

上昇期から高水温期にかけて出現頻度

が高く、鞭毛藻の卓越する傾向が見ら

れた。赤潮生物としては24轍の出現

が確認されたが、sheletone加a洲

“““邸加が17回と、出現頻度の

第一位を占めている!また､本年は渦
図－1赤潮パトロール調査定点図

縦毛藻の一種。Pγ0γ0“ガメγ脚加m8－

cα"sが図－3に表わしたように1月から7月上旬まで断続的に赤潮を形成するなど、優勢であっ

たことも特徴の1つと言える。その他、〃0“〃邸caset"〃〃α"sが夏期の7月25日から8月3

日にかけて明石海峡部、及び滝奥～東部沿岸を除く広い海域で赤潮を構成した。（赤潮胸17）更

に、昭和52年に初めて発生を確認した〃eterocapsα"ique"αは以後周期的に冬期から春期

の低水温時に卓越していることから、本種は比較的低い温度条件でも噛殖しうる藻翻でないかと思

われる｡ばお"卿|"辱の"､KW閥にわたって大"な聯細を形成した…UT(Cha-
""‘"…)力f月】，…”日に湾東繍域で出劉し迄の時鰯町小島地区で養殖ﾊﾏﾁ
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の2年魚が約1，500尾へい死した。（赤潮Na20)

表－1昭和54年の赤潮発生状況

赤鮒 プランクトン優占種と最大細胞密度
発生確盟月I

胸

1月9日～231

2月5日～71

3 3月5日～6日

4 3月29日～30日

5 4月l6B

6 4月25日

7 房5月7日～9

8 5月18日～23圃

9 5月21B～29日

10 5月29日

11 6月6日

12 6月12日～181

13
6月18

～7 月 9 ［

発生 海則
L

堺～泉大津地先海旬

西宮地先海域及びj

佐野～岸和田地先I

§

神戸和田岬と東大j

を結ぶ暗以東の海1

神戸和田岬から深’

にかけての柵岸j

§

神戸剛田岬と尼崎〕

結ぶ線以東の海」

神戸和田岬と榔井‘

結ぶ線以東の海」

湾奥海〕

明石海峡部、擾路l

東部海域及び溝口’

を除く海｣

神戸と岬町深日を1

ぶ練以東の海I

接路島東岸1

湾奥海｣

神戸和田岬と検姶』

結ぶ線以東の海1

筒東部沿岸海｣

優 占 §

Prorocenlm嗣玩ICa"4

〃“”“α〆α"iauetrc

Prorocentrum鯛ICa"s

S舵ﾉetommgcostal脚励

〃．〃iguelr

5.costα畑1

Asteromonassp,

T加ﾉassiosiradtcipiens

5.costatu.

〃〃zsc肺α”

γ伽αﾉassiosirasj

5.costatu

T地ﾉassiosiradtcibien』

Proroce"〃〃痢耐icon.

E脚"e〃iβ〃αsp.

P.mican

S･“s池畑

Asteromonassp

Eucam〆αごoodiact

〃．rが““7

O〃”力0““”／“”

Proγo“〃”"耐嗣j〃j加凹’

S・“““〃I

Gyrodi"畑msp

．"iquttア

．、ICα〃

Noctilucasci"〃〃α別

R肺きosoleniadtlicatut

P･洞ica冗

O〃sthodiscusluttu

γ伽lassiosirasノ

S、costα畑’

Prorocen〃脚嗣ノriesti〃脚1

Prorocen〃脚mmicon

P．micα肺

S、c“jα畑’
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cells/ml

2.2×lC

1．lx10‘

7.3×103

2.0×10

8．9×10

1.5×108

6

2-4×108

6．0×108

2.5x10'

2､4×10*

3.0×10'

3．0×10'

4．0×10

7．1×10

透明度

(m)

3．1～4．

1．8～3．2

1.2～3.C

1．2～3．8

1.2～2．7

1.0～2．4

被害（

有1

な

な

な

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし



表－1続き
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赤N

尚
発生確望月E 発生海均

プランクトン優占種と最大細胞密度

優 占樋 cβ"s灸』

透明I

(m)

被害ロ

有柳

14 6月25日 淀川河口沖合 Noctilucasc腕〃〃α"s な［

15 7月19日
西宮と尾崎を結ぶ轍

以東の海域

5.costαﾉ必”

Thaﾉassiosira叩

Proγ“g"〃必、廓加jm〃〃

Cryptomonassp

2.6×10

2．0xlO

5.1×11
ｑ
ｑ
■

1．2×10

2.0～4．0 な［

,16 7月25日～30日

-●一

滴 奥海域

γ方α/assiosirasp

S，c“＃α“〃
今一一一一一一

E回jreptie〃αsp

Mesodiniu坑γ幼『鹿畑

1．3×10

5．7×10

1．3×10

26

1.0～2． なL

I
7月25日

～8月3日

明石海峡郎、及び岡

奥～東郎柵岸を除《

海且

Noct〃"““加師〃α"』 なL

1 8月3日～7日 簡奥梅期

Rhizosoﾉg〃mdelicα“ﾉロ

5.costα畑冗

Thalassiosirqs，‘

Mesodm畑加γ"6γ邸痢

Leptocy""｡γ“mj"i加脚‘

571

1.8～2． なし

1 8月3日
淡路島の佐野沖合桧

力

Cymnodin畑msplendens

Mesodm畑嗣γ幼γ脚妨

1.9×10

38
なL

2 8月13日～23日 湾東郎海、

C伽〃o〃g〃as′‘

Cricosphaerarosco〃汐"sis

5.costatun

丁加/assiosiｱasp.

Proroce刀jmm〃iesti"脚加

6．8×10"

9．0×10'

9．1×10'

1．1×10'

1．7×108

0.7～2.［

月
子
年
力
叩
く
魂

マ
２
５

養
ハ
の
魚
Ｌ
尾
い

2 8月23日～28 簡奥侮り S・“”“脚〃 1．5×10 なL

2 9月5日～19
神戸和田岬と尼崎を

結ぶ線以東の海矧
S･“”“凹減 85×10 1.5～2． なL

2 10月3日～4
大阪から泉大淑に翌

る沿岸鰯

S･“sjα加減

Rhizosoteniadelicatula

2.5×10

1．0×10
なL

2‘ 10月15日～25
湾巣郎沿岸及び淡脇

島東岸海創

Leptocy〃"drusminim必』

5.costal〃〃

､6×104

．6×100
1.9～3－ なL

2 12月17日～lf
神戸和田岬と尼崎を

結ぶ線以東の海瑚

Ch“Jocerosborea〃』

5.costal鹿〃

Chaetoceroscurvisetun,

γ伽lassiosiγα力yalina

1．3×10

4．9xlO

なL



表－2昭和54年発生赤湘の総括

（1）赤潮継続日数別発生確認件数

(2)月別赤潮発生確認件数

(3)構成プランクトン別発生確盟件謝

蒸プランクトン別発生件数が多くなるのは2轍以上のプランクトンによる赤潮の出現に起世

する。
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5日以内 6 ～ 1 0E 11～30［ 31日以上 計

発生件謝

漁業被害
を伴ったもa

14 25

lノ 2月 3侭 4J 5腸 6f 7j 8侭 9ノ 10月 11ノ 12 計

発生件翻 2 4 0 2

胸 プランクトン種名 件数 N プランクトン種名 件激

S舵ﾉetonemacos/α“鰍

(Grev.)Cleve
1 1-

Leptocy〃〃｡〃s刷加j加"s

Gran.

ｆ
４
ａ

Pγoro“抑〃〃加加ica"s

EllRENBERC

I 1
Eucam〆αzoodiacus

Ehrenb.

丁加ﾉassiosirasp 1 Gyrodiniumsp.

Heterocapsα"iauetrc

(Ehrenb.)Steii.
1 Cryptomonass'．

Noct〃出cascint〃α"s

(Macartney)Ehrenb
1 〃〃ご“肺α”．

Rhizosoﾉeniad8〃cα畑/‘

Clev

』

q 1
Gym〃odm畝加splendβ"s

Leboui

Mesodi〃加加γ”γ〃〃

(Loiiman)Pela
20 C伽〃0刀g〃αsp,

T"lassiosiradecipien

(Gran.)JORG
2

Cricosphaerαγosco〃ｾ"sis

(Danceard)GayraletFresnel

O〃sthodiscusluteu

Cartei
22

T地ﾉαssiosiγα力yα〃〃a

(Grun.)Gran.

10
Pγoγo“"/γ凹加加加jm〃脚

(PAVILLARD)ScHILLEf
23

Cんαelocerosc必γvisetum

Cleve.

11 Asteromonassp 2
Chaetocerosboreα〃』

BA1LEY？

12 E"/γe〆加〃αsp
昌
囚 6‘

Ｆ
ｑ
Ｌ

－
■
■
８

Pγoγ0Ce”γ叫加tries〃〃脚"1

SCIIILLE
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図－2赤潮発生海域図（股大発生海域）
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赤潮鞭毛藻Olisthodiscusluteus

の出現特性と日周鉛直移動について

矢持進・安部恒之

鞭毛藻赤潮の現場調査については発生状況及び出現時の海域環境等に関する断片的な調査、研究

事例が多く、赤潮現象の現場に於ける生態的アプローチとしては本城（1978）が博多湾箱崎港で

継続的に植物プランクトン相を観察し、その推移の特徴を解析しているに過ぎない。我々は閉鎖性

海域である大阪湾谷川港に於いて1978年から植物プランクトンの変動を追跡しているが、これ

までに0．ノ岬eusの赤潮に何回か通過し、その個体群生態と海域環境の変動状況との関連を検討

する機会をｲ!}た。ここでは、これら一迎の野外調査によって縛られた結果を整理し、本諏の生態学

的特性について吟味してみる。

なお、本期在・研究の一部は昭和54年度の「赤潮予察閲在」として実施した。

方 法

調査は図－1に示した大阪湾谷川港奥部（面積20,000㎡、水深3～4m)の1点で実施した。

調査は3つに大別され、1978年5月～10月と79年6～8月の期間は継続的に表届水中の植物

プランクトン相を観察した。（継続観測）又、79年8月16～25日にかけては毎日1回、表層・

底－2．5m・底-1．5m・底-0．5m閲の海水を採取し、植物プランクトン相・水温・塩分・無機

態栄養塩類。及びクロロフィルーa牢を測定した。（連日観測）この2つの観測の採水は何れも午

前9時に実施した。さらに0．ノ岬eusの赤潮発達期にあたる79年8月25～26日に昼夜観測前9時に実施した。さらに0．

を行い、0．5～3.0時間ごとに

表層・底－3．0m・底-2.5m

底-1.5m・底-0.5m層の水

温・塩分。O・ノuteusの細胞

密度・無機態栄養塩緬・クロロ

フィルーa・水中照度等を測定

した。

分析方法と測定機器は次のと

おりである。

塩分：餌兄鮒機製デジタル塩分

計TS-En型

●

NH.-N-NO-N・NO,-N 図-1調査地点図
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オートアナライ嫉一により分断。（テクニコンオートアナライザーH型）

PO,-P;メンツ'エルの方法に準じて分光光度計で測定。

クロロフィルーa;アセトン抽出後蛍光法で測定。（ターナー蛍光光度計111型）

水中照度；石川産業製水中照度計IU－2B型

植物プランクト.ン：生海水試料1㎡を12時間以内に検鏡し、禰類数と種類別の細胞数を求めた

結 果

得られた結果については昭和55年度赤潮予察報告書（瀬戸内海ブロック、水産庁）及び環境庁

国立公害研究所、赤潮特別研究中間報告書に記載される予定である。

結果の橿要

1978年6月～10月並びに79年6月～8月の港内表屈水中に於ける主要3稲(0.luteus.

Eutreptie〃αsp．,Skeletonemacostatum)の生息密度の変動を図-2に示す。期間中、

0．ノuteusは9回、Eutreptie〃α”・が5回、S、costatu加で6回のblooming(細胞密

度が10'cells/ml以上）が見られた。図から0．ノuteusとEutγ〃〃8〃α'sp・の細胞密度

の変動には緬似のパターンが認められるのに対して、それらとS・costatu碗との間には細胞数α

推移に相反関係の存在することが判る。これら3種の季節的消災はPratt(1966)、水城ら
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（1978）の観察結果とも一致しており、見かけ上0.luteus及びEutreptie〃αsp.とS，

costat"mとが桔抗的関係にある競合種であることを伺わせる。

従来、珪藻と鞭毛藻との種間競合については培養実験結果から姫毛藻の代謝産物による珪藻の増

殖阻害効果の影響が指摘されているが、（内田、1977）この作用は姫毛藻を著しく高い細胞密

度に咽殖させた時の培養漉液で発現しており、谷川港に於けるo、luteusの赤潮形成時の個体群

密度(10'～10'cells/ml)より相当商い。5.COS/α畑獅から0．luteusへの靴の交代が

認められた時の海域環境を示すものとして図－3に79年8月16日～25日の水温・塩分・クロ

ロフィルーaの鉛直分布の経時変化を、又、図－4に谷川港地先約150mに設置したタワーに於

ける水温と塩分の巡続妃雌（同17日9時～21時.-1m)を示す。図-3で16日の高いクロ

ロフィル温度はS・““α如加の、又2011以降のそれは0．ノuteusの赤潮に各々起因する。こ

のように17日～18日を境いにして優占種がS、costat"廓から0．ノuteusへと変化している

が、18日の塩分は上図からF層まで33船と一級で、かつ16日より値が増加している。又水温

でも18日の下側に25℃以下の低温水塊が出現している。港内水の水温低下と塩分上昇は港外水

の流入を予想させるが、この事は図－4のタワーの記録でより明確になる。即ち、17日の15時

頃より水温が低下すると共に塩分が哨加し、

18時以降は水温が25℃以F、塩分で33

%0以上の海水が申越する。したがって17日

～18日の水温と塩分の変化は港外水との海

水交換に原因する現象と考えるのが妥当であ

ろう。つまり、プランクトン現存量の小さい

港外水との交換に伴い5.costat邸加の個体

群密度が低下し、赤潮の解消したことが判る。

以上のことから、鞭毛藻の代謝産物に珪藻の

増航抑制効果があるとしても、野外観察で見

られる短期的な遍移現象にこの生物作用の影

響を適用するには慎亜な吟味が必要であると

言える。

さて最も優勢に分布した0．ノuteusに注

目すると、図－2及び5に示したごとく捲内に

低かん水が支配的で珪藻群災が比較的艮時Ill]

卓越する78年6月下旬～7月上旬、及び79年

7月上旬～中旬を除き20～30日川期で地

殖しbloomを形成する傾向が認められる。

そこで、0.ノuteusの赤潮形成時の瑚航状

目
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（1979.8.16～25,午前9時に観測）

図－3水温・塩分、及びクロロフィル

濃度の推移
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１ 1821時

(1979.8.17.-1m)

１

図－4谷川港地先150mに設世したタワーに於ける水温と塩分の辿続妃殿

34.0

(Xo)

況を表わすものとして32.0
生息密度の推移から求

めた見かけの端殖速度鋤.0

と世代時間を我－1に
28.0

示した。本種の珊殖速

度{K'/day=Vu-u.℃)"
ノOgi。Ⅳ*/ﾊﾉﾊ＃溺
ﾉw.～時間/lに於も24

122

る細胞密度、Ⅳj2～時20

間/2に於ける細胞密

度）は0.35～0．62の

値を示し、又これから

算出した平均世代時間

値を示し、又これから。印～ 1 9 7 8 年 （ 表 層 ）

算出した平均世代時間．印～1979年（表堪）

(G=ノr.o2/tf')図-5谷川港に於ける水温（℃）と塩分(Xo)の変動

は0.49～0.86日とな

った。この0．/uteusの瑚航迎度は飯塚(1979)が大村湾のGy剛"0飾冗畑加type'65和で

報告している値(0．27～0.40)よりも大きい。0．luteusは後述するように顕著な日周鉛直運

動を行い、日中は表層への築賊作用が著しいことからこの瑚硫速度の差は種による表脳への集欄効

－43－
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果の相違に基づく現象であるのかも知れ…表一J0．luteusの見かけ上の増殖速度

ない。谷川港での観測結果は1点（災脳）‐．‐（谷川港､-表脳水中の細胞密度の推移から）

に於ける細胞数の変動から柵られた値で－
埴殖速度

あるので、当然海水の流動に伴う藻体の一－ (K'/day)

逸散の影響を受けているが、同じ現場観1978年

測で求めた値での相違は穂の生態的特性7月14～17日0．52

の違いを反映したものであると思われる。－．8月12～15日0.38
9月6～11日0．35

即ち、生息密度の推移から求めた0.1脚一

teusの見かけの増殖速度は本種の生物1979年
IolIﾔｰ

的な災積作用により過大評価される危険6月’1～3日0．62

があると考えられる。 6月22～25日0．52

平均世代時Ⅲl
Uav)

0．58

0．79

0．86

0．49

0．58

次に本種の日間鉛直運動に言及してみ

る。図－6に昼夜観測時の細胞密度、ク

ロロフィルーa、及び水中照度の鉛直分布の経時変化を示す。図から0．ノ雌eusが日中は上層に

集積し、夜間は下層に偏在する生態的特性を有することが判る。又、細胞密度とクロロフィルーa

漫度の極大層の経時変化から浮上速度を求めると1．0～1．3m/hとなり、この値はEppleyら

（1968）が渦鞭毛藻の1fl!Cacho"航α郡師で観察した移動辿庇に匹迩している。史に0.ノー

uteusの浮上発現時の水中照度はO～5ノ"xと非常に低レベルであり、特に本顧が偏在する底屈の

水中照度はoノ”であることから、この垂直運動が光刺激の発現より先行して出現することが判る。

このことは0.luteusの日周鉛直運動が橿日周期を有する藻のリズム性に起因することを示唆し

ている。

従来、赤潮の発生機構としては水塊の鉛直混合により下肘の豊揃な栄養塩麺やビタミン・微鼠金

属・キレート物質等が上刷に供給され。これをそこに分布する植物プランクトンが摂取する為異常

瑚航が起こると考えられていた。（上野、1972）事実、赤潮発生の前駆現象として水塊の垂ii'i

混合は大阪湾でも観測されるﾘ象である。（矢侍ら、1977）ただ、今回製察された0.ノuteus

のように顕著な垂直運動を行う赤潮生物の場合、プランクトン自身がF方の栄養塩等に海んだ肘に

移動した時、埴殖に不可欠な物質を摂取しうると考えても不思護はない。0.luteusが下脳に移動

するのは夜間であるが、植物プランクトンのDarkに於ける栄養塩等の藻体への取り込みに関し

てはEppley&Harrison(1974)がGonyα"/axpo/yedraで指摘しているし、更に

Yentsch(1974)も、Protogonyau/axta耐αγensisが明暗サイクルの暗期でも同化作用を

行いうることを培養実験で明らかにしている。したがって、0．ノuteusの瑚殖機構として、日'I」

は我脳に集蹟して光合成を能率的に行うと共に、夜間はド肘で個体群の発達に不可欠な物質を摂取

すると考えられなくはない。図－7にアンモニア態窒素・猟硝酸態謝衆・硝酸態窒素及びリン鮫態

リンの時間変動を示す。図から無機態栄養塩レベルの比較的高い谷川港ではアンモニア態窒素の時

－44－
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問変化が顕著で、藻体への取り込みの影唇を反映した推移結果を示した。特にアンモニア態窒素濃

度の低ドは0.luteusが浮上した8時以降の表層水で著しく、光合成に伴なう藻中への取り込み

"わして"｡1万ｱﾝ噌喜ｧ"鯛鰻…微"妙に属して""認瀧や肺"蕊蕊”
濃度変化は明瞭でない。この変動に於ける相違は、無概三態窒素の混在する場合、窒紫源としてア

ン＝窪畿蕊籍↑'……に同化で差……ﾙ塵塵'ﾝについて“



25日の16時頃にプランクト

ンの摂取による鰻度低下らしき

現象 が 認 め ら れるが、全般的傾へ
E

ｰ

向として余り明確でない。厨

このように栄養塩レベルが高番

い海域の0.luteusは日中、

麦価水中の栄養塩を摂取してお

り、栄養塩の利用に関する日胤壱
一

鉛 直 移 動 の 生 態的役割は明らか贋

でな い 。 こ の 結果は現場海域に餐

於いて何が藻の増殖の制限要因

として働らいているかを知るこ

とが函要であり、かかる吟味を壱
一

踏まえて0．luteusの日脚鉛尉

直移動 の 意 義 を検討する必要の終

あることを推察させる。即ち、

谷川港の場合は、鉄・マンガン

等の微量金属並びにビタミン額
E

の挙動と日周鉛直移動の関迎を園

一度、解析してみる必要がある
柊

う。

赤潮生物として注目を集めて

いる硬毛藻の日間鉛直移動の実

態と役割を閲斑することは赤潮

発生機構を明らかにする為の亜

要な課題の1つであり、今後は

培養実験等の手法を加えて検討してみたい愚

8－コ昼

B－1B

202a 8時

202己 8時

●一■一

20zq 8時

16 20 24 4 8時

（1979．8，25～26）

図－7無機態栄養塩濃度の経時変化
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漁況調査

鍋島靖信

毎月下旬、春木、岸和田、泉佐野、尾崎、淡輪、深日の各漁協における着業漁業について、その

漁狸状況と生産者価格および漁場等をききとり調査し、その結果をとりまとめ、府下沿岸漁協をは

じめ関係擬関へ送付した。

昭和54年1月～12月における各漁協の着業漁業種類と着業月を表－1に、漁業秘類別漁獲獄

(ku/l日・1統）を表-2に、魚介類生産者価格を表-3に、漁場を図-1にそれぞれ示した。

昭和54年の漁況概要

時期別漁況

1月

○荒天が多く出漁日数が少ない

○底層水温は岸和田沖12．8℃、深日沖14.4℃で例年より2℃高めである。

○深日沖ではマコガレイの抱卵個体が多く漁猶されている。マダコも地先から沖合へ越冬移動

したものが、底びき網やたこつぼに多く漁獲されている。

2月

○好天が多くなり、出漁日数も多くなった。

○暖冬のため底魚類の動きがよく、底びき網は好調である。一方、のり養殖では病害が発生し

た所もある。

○シャコが底びき網で多獲され、身入りも良く、卵の発達したものも出始めた。

○ジンドウイカ類（地方名：ヒイカ）も卵持ちの個体がとれはじめた。

3月

○ジンドウイカ（地方名：ヒイカ）が産卵期に入り、卵持ち個体が多く高値である。

○底びき綱にシャコが依然多猶されている。ヨシエピ（地方名：シラサエビ）の漁獲は好調で

あるが、クルマエビは極めて少ない。

4月

○機船船びき網（ぱつち網）が開始され、カタクチシラスを少量漁狸している。今年はイカナ

－48－



ゴ漁は不漁で出漁していない

oコウイカが瞳びき網､遡網､定圃網に入綱し始めた。
○すずき網にサメ類（シロザメ・ホシザメ）が多く漁獲されている‘

○ジンドウイカ・シャコが依然高値である。

5月八ｯ.‘川‘．

○マアジ・マサパの稚魚が来遊した。マアジ稚漁は÷”シと呼ばれ、高値で取引されている‘

○巾着網が開始され、マイワシを漁獲している。機船船びき編でも、マイワシシラスが主に漁

獲され、カタクチシラスは少ない。

○さわら流刺網は泉南沖でサワラを100～150尾(250kg)を漁盤し、昨年同期の5倍の

漁獲をあげ、好調である。

○今月は2回にわたり、体長4mと7mのウパザメが網にかかり、漁業者を驚かせている。

ウパザメはジンペエザメに次いで、魚類中では2番目に大きいもので、動物プランクトンを餌

にしている。

胸
く
Ｅ
く
Ｃ

６

マダイの251cm前後のものが、岬町沖で板びき網に多く入網している。

底びき網が好調になり、アナゴ、小エビ頚、シャコなどが多く漁獲されている‘

した建網にイヌノシタが多く樋獲されている。

定置網にマアジが好調に入網している。

7月

○イヌノシタ・アカシタビラメが依然多く漁獲されている。シダ建網で200kgの漁獲をあけ

た漁業者もあるb

○ガザミの中。A,型が多く漁護されている。甲椴10CD前後の小型が特に多い。石げた網で1(

~33koと、昨年の2～6倍の漁獲量である。

8月

○機船船びき網はシラスの漁礎が少なく、ほとんどの漁船が休漁している。

○ガザミの好漁が続いている。石げた網の換獲量に大きな削合を占め、漁獲の主体は甲幅1

函前後に成長’

○アカカマス、

。

｡

ワハギが板びき網、建網、かご網、定例網に漁獲されはじめた。
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9月

○岬町沿岸にイサキ、マルアジ、アイゴ、カワハギなどが来遊し､､定倣網などに漁猫されてい

る。

○ガザミ漁が股盛期を迎え、石げた網、建網で多量に漁獲されている。

○板びき網に近年漁獲のなかったイボダイが少量ではあるが、入網している。

○休漁中のばつち網の漁業者が、マルアジ・タチウオ釣に転業し、各20kgの漁獲があった。

月
○
○
○
○

０１

撮船船びき網は休漁する漁船が多い。

ガザミの漁獲量が減少しはじめた。

イポダイ、カワハギ、サパフグ、クマエピの漁獲量がiflえてきた。

巾蒋網はイワシ類の漁獲が少なく、コノシロとマサパが漁獲の大部分を占めている。

月
○
○
○

１１

巾府網はマサパが少なくなり、コノシロを主に漁穫している。

機船船びき網はカタクチシラスを漁獲しはじめた。

コウイカ・アイゴの漁猫がift加している。

月
○
○

２１

本年の機船船びき網による秋シラス漁は不振であった。

すずき網にスズキが好漁で100～150kg/日1統の漁穫をあげている。

激集種類別迩況

1.巾着網

春木の当業船が5～12月まで出漁した。マイワシは5月に80.000kg，6月に20.000kg

の漁獲があったが、それ以後イワシ類の漁獲が不擾で、7～12月にかけてはコノシロが主な漁

獲対象となった。7～10月にマサパが、7～8月にはマアジ・マルアジ・ボラ・スズキなどが

漁獲された。

2．機船船びき網（ぱつち網）

例年3～4月に行われるイカナゴ漁は不振で、ほとんどの当業船が出漁しなかった。

深日・淡輸の当業船が4月に、カタクチシラスを対象に操業をはじめ、次いで、赤木、尼崎、

岸和田の当業船が加わり、12月まで操業を行った。本年はシラス漁が全くの不恢で、イド木の当

業船が5月に800～600kg(昨年同月3.000kg)、9月に1.200～200kg(IS]1,000kg)
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を漁獲したのが多い方で、全般に測獲風は少なく休漁する当業者が多かった。

3．石げた網F

岸和田、泉佐野、尾崎、淡輸の当業船が湾中央部から泉南海域を主漁場にほぼ湾全域に周年出

漁した。カレイ類、シダ類、シャコ、ガザミ、エビ類を主に漁獲している。本年はガザミが近年

にない好漁で、6月16kg，7月33kg，8月50kg，9月65kg、10月30kg，11月30

kg、12月12kgと、7～11月にかけて多樋した。そのほか、イヌノシタ、ヨシエビ、シャコ、

小エビ頚も好漁であった。

4．板びき網一

岸和田、泉佐野、尼崎、淡輸、深日の当業船が周年あるいは数ケ月にわたり操業を行った｡湾

南部・泉南海域を中心にほとんど湾全域に出漁し、マアナゴ、イシモチ、キス、カレイ額などの

魚類を主体に、シャコ、小エビ類、コウイカ等を漁獲している。

本年は6～11月にマダイの漁獲が多かったほか、マアナゴ、シャコ、小エビ類、ガザミ、マ

ダコ、コウイカなどが好漁であった。

5．すずき網

スズキを対歎として、板びき網の網目を大きく曳網速度を速くしたすずき網が、1～6．11

～12月に出漁した。4～5月にはスズキのほか、シロザメ、ホシザメが好漁であった。11ノ

~12月には泉南沖へ産卵に集まるスズキを対象に50～120kgの漁穫があった。

6．えびこぎ網

泉佐野の当業船が湾南部（泉南海域）を主漁場に5～10月に出漁した。小エビ類を主に、気

アナゴ、ハモ、カレイ類などを漁獲している。小エビ頑は昨年（好漁年）よりは減少したが、イt

についてはおおむね例年並の漁獲状況であった。

7．磯趣網｜
淡輪、深日の当業船が周年にわたり地先沿岸海域で操業し、メバル、カサゴを主体に、カワノ

ギ、マコガレイ、ウミタナゴなどを漁猫している。

おおむね例年並の漁獲状況であった。

↓

糊:#撫眺鯛背雪……
’
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9．かれい建網

春木、尾崎、泉佐野、淡輪の当業船が2～5月、8月、11～12月に沿岸の砂泥底海域で操

業し、マコガレイを主に漁穫している。2～5月にマコガレイが好漁であった。

10．きす・がっちよ建網

泉佐野、尾崎、深日の当業船が4～11月に沿岸の砂泥底海域で操業し、キス、ネズ･ソポ類

（地方名：ガッチョ）を主に漁樋しているoキスは例年並、ネズッポは夏季に好漁であった。

11．した建網

尾崎、深日の当業船が6～8月に沖合の砂泥底海域で操業し、イヌノシタを主に漁礎している。

本年は好漁で、7月には55～60kgの漁獲があった

12．かに建網

春木、尾崎、深日の当業船が9～10月に出漁し､ガザミを主に漁獲した。9月に30～45

kg(昨年同月17kg)、10月20～35kg(同10kg)と昨年の2倍以上の好漁であった。

13.囲刺網

岸和田、尾崎の当業船が、4月、7～10月に地元沿岸の堤防わきや港湾内などで操業し、マ

ボラ、スズキを主に漁狸している。漁礎賦はおおむね例年並であった。

14．流刺網

尾崎の当業者が5月に泉南沖で操業し、サワラ250kgの漁穫をあげ、昨年同月45kgを大き

く上まわり好漁であった。

15.定置網

泉佐野、尼崎、淡袷の当業者がほぼ周年または数カ月にわたり地先沿岸に漁具を設置している。

本年はマボラ、マアジ、マルアジ、アイゴ、コウイカが好漁で、その他、カマス、スズキ、イシ

ダイ、コロダイ、カワハギ、アオリイカなどを漁獲した。

16 . た こ つ ぼ

淡輪、深日の当業者が趣網と雅業しながら岬町周辺海域で周年操業し、秤～秋は地先を、冬は

やや沖合の海域を漁場とする。鋤獲量はおおむね例年並であった。

17．－本釣
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地先での一本釣は深日の当業者がl～2月、5～8月、11～12月に操業し、カサゴを主に

ﾒﾙ､ベラ緬擢漁猶している｡おおむね例年並の漁猟Jitである｡あじ一本釣は機船船びき綱の
不漁のため休漁している深日の漁業者により、8～12月に操業された。マアジ、マルアジの良

型を釣漣した。

18.ひきなわつり

深日の当業者が一本釣と兼業で9月に操業し､タチウオ20kgを測硬した。依然、タチウオI:

不恨で、9月以後は操業されなかった。‘

19；あなごはえなわ

I岸和田の当業者によりl～5月、10～12月に沿Ⅱ坐海域で操業された。本年の漁猶は昨年よ
' !

り低調であった。

20．かれいはえなわ

深日の当業者により3～4月に地先沿岸で操業され、マコガレイを6kg鋤狸した。本年の漁猶

は昨年より低淵であった。

21．かにかご

赤木の当業者が10～11月に操業し、10月には10～20kgの漁極があった。

22.はげかご

深日、淡翰の当業者が8～12月に地先沿岸で操業し、カワハギ麺を主に漁獲した。

23.その他かご網｜
・赤木の当業者が12月に操業し、マアナゴを30kg抑礎した。昨年より漁礎は少なかった。
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表-1漁業種類と肴業ノ
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表－2漁業種顛別漁獲量
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魚類卵稚仔調査

辻野耕責

大阪湾に出現する魚卵、稚仔魚の種類、出現武、分布域の把握を目的に、昭和51年より実施し

ている。

圃査方法

調査定点（図－1）および採集方法は

昨年と同嫌であるが、本年は職ネットの

み使用した。
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表－2月別、樋類別、椎仔魚出現数
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全体の75鬼を占める。4，10，12，3月には少ない。

｡ﾂ”臓挫嚇雌雲驚w噸馴;蝋
シロギス（2影)、イソギンポ科(im、マコガレイ(0.4%)、マアジあるいはマルアジ(0.4

形）の順で少な'くなるが、これら上位10種で全体の96%を占める。

月別には、5‘、6月コノシロ、7月アミメハギ、8月カタクチイワシ、10月イソギ

ン鎮科､!'月iﾕズ*、!~3月ｲｶﾅゴ…ぞれ優占種である。
昭和52．53年とIの比較

○魚卵

本年の魚卵の出現数は、52年の9彫、53年の37％で減少傾向が著しい。

これは魚卵の大部分を占めていたカタクチイワシの激減によるもので、本年は52年の6彫、

53年の26％となった。また、全魚卵中に占めるカタクチイワシの割合も52年が97彫、53

年が93彫であったのが、本年は66％と減少した。

しかし、カタクチイワシを除いた魚卵では、横這いないし増加餓向を示し、52年の96影、

53年の169彫であった。

剛類別には、トカゲエソあるいはオニオコゼ、ネズッポ腕が、それぞれ52年の236％、174

％、53年の471影、1，219％と増加した。また、マイワシは本年初めて、85粒以上採集さ

れた。反対にカタクチイワシは既述のとおり激妓、スズキは53年の28彫、タチウオが53年

の3影、多脂球形魚卵は52年の23粥、53年の30彫と減少している。コノシロあるいはサ

ッパは52，．53年と、単脂球形魚卵は52年とほとんど変動がなかった。

出現唄位では、ネズ.ソボ属がカタクチイワシに次いで2位となり、52年（6位)、53年（3

位）より加進した。特に4月には2，566粒出現し、カタクチイワシよりも多く、出現全魚卵の

75粥を占めた。反対に多脂球形魚卵は減少し、52年が4位、53年が5位であったのが、本

年は10位以内IC入っていない・

○稚仔魚I

出現数は、魚卵とは異なり、増加傾¥iﾘを示し、52年の127彫、53年の198彫であった

月別では、8月と1月の型、冬季にピークを有する双峰型で53年と同傾向を示した。52年と

は旦季のピークに違い（52年は6月にピーク）がみられるが、これは湾内におけるカタクチイ

ワシの産卵主鮮め変化により､この雌期に出現脳の多い､ｶﾀｸﾁｲﾜｼ礁仔の出現盛期が饗。
たためである。冬季のピークはイカナゴによる。

解駕掘隙,織蹴鰯鰯脳猟熟重乾
260粥、4.712形、298%、53年の1.173形、485彫、1.970鬼と激Jftした。また、

－75－



マコガレイが本年初めて40足確認された。反対に減少したのはクモハゼ科で、52年の33影、

53年の58％であった。イカナゴ、カタクチイワシは、53年より琳加したが、52年とはほ

ぼ同数ないし減少、イソギンポ科は、53年と同数だが、52年の63彫と減少した。マメマキ

タツはカタクチイワシと同傾向、ネズッポ属、スズキは52年より瑚加したが、53年とは同数

もしくは減少している。

出現順位では、イカナゴ、カタクチイワシが1，2位で変わらない。サッパは52年には10

位内になかったが、53年（3位)、本年（4位）と上位に位般し、採集尾数の期加も薪しい。

アイナメあるいはクジメは、53年には10位外となったが、水年は52年並に回彼した。また、

マコガレイは、既述のように本年初めて確認したが、9位と地加が著しい。反対にネズ.ソポ属、

クモハゼ科、スズキは10位内に入っていない。

なお、訓荘結果の詳細は付我－6，7に示した。

－76－



’

瀬戸内海 漁業基本調査
ｉ
Ｉｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

林凱ヲ

この調査は、瀬戸内海における漁業生物資源の動態と漁業による利川状況を把握し、その有効禾1

用を図るための資源生物学的資料を禅ることを目的に、水産庁の委託により実施しているものであ

る。本年は昭和53年度に引続き、避枠漁業である小型底びき網加業の主要対象菰について、加狐

物魚稲組成および魚体組成の計測を行なった。

鯛査方法

阪南町尼崎漁協の小型底びき綱漁船1災を選定し、月に1回、全漁批物を採取し、種麺毎に尼数

と亜fflの測定を行なった。そのうち小型えび類については、煎釧毎に50足の性別と体長を、ひら

め・かれい頚については、蔀額毎に30尾の全長を計測した。なお定数に満たないものは全数を測

定した。

結 果

測究結果は、魚種組成没、休艮組成没として南西海区水産研究所に棚告した。このうちの漁猶物

魚諏組成表を以下に示す。

I

’
I

１
１
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我－1小型底びき網標本船の加護物魚種組成表（尼飾測協、3．5トン、15馬力 亜瞳：［
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’200カイリ水域内漁業資源総合調査

林 凱 夫 ・ 辻 野 耕 責

我が国200カイリ漁業水域の設定にともない大阪湾における漁業資脱を科学的根拠に基づいて

評価し、漁業資源量水準、測穫許容量等の推計に必要な関係資料を整備することを目的とする。

なお、この凋査は、水産庁の委託により実施したものである。

1）漁獲状況、漁業資源生物調査

鯛査経過

標本船調査と生物測定調査に別れており、凋査方法、および報告等の要価は、昭和54年度200

カイリ水域内漁業資源総合調査指針（瀬戸内海域）に基づいた。以Fにそれぞれの調査対象と内容

を示す。

①標本船調査

②生物測定調査

’

標本船調壷では､審樵本職に漁難("1銭の紀帳を“して､れを収災､“し､ｺﾝ塁_ター

……r……傭……

漁業諏類 漁協 制度区分 漁船規模 災（統）数 標本船期間 調査内容

まき網

機船船ぴき網

小型機船底びき網

春木

春木

泉佐野
尾崎

許可

伽：可

ﾊ：可

19トン

51、ン

5～101、ン

1籾

1 W

2型

6～1o^

5～12ﾉｮ

尚年

操業実態調盃

】
、

操業

漁獲成硫

場

魚種 調従櫓 調査期IU 捌査区分 淵査回数 備遥

カタクチイワ1

(含マイワシ）
岸棚田 5～10月

体長組成

輔密測定

24

21

まき綴

カタクチシラ： 岸和田 6～11月

体長組成

輔密測定

1§

機船船びき鞭

ガザ 泉佐野 6～12¥. 桁密測定 小型底びき鞭



生物測定調壷では、対象魚削ごとに‐

区水産研究所へ報告した。

魚体組成表あるいは鮒密測定表にして、先と同様に南西海

結 果

調壷結果はコンピュータで処理され、以Fに示す打出し結果をi¥た。

①標本船調在

標本船別、月別に

魚諏別漁穫批表

魚靭別漁誕、組成淡

漁区別漁猶fit̂ ft

漁区別漁猫壮図

漁区別努力吐図

漁区別CPUE

漁区別CPUE図

漁区別曳網而祇当り漁礎蹴我（底びき網のみ）

漁区別曳綱而馴当り加礎批図（〃）

I②生物測定調査

体長度数分布淡ならびに体艮グラフ

肥満度指数分布我ならびにグラフ

熟度指数分布変ならびにグラフ（カタクチイワシ、マイワシのみ）

脊椎骨数分布淡ならびにグラフ（カタクチイワシ、カタクチシラスのみ）

体長、体亜我
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2）卵稚仔、魚群分布精密調査

調 査方法

調査期間：昭和54年4月～55年3月

調査定点：浅海定線調査と同じ、湾内20点判

採集方法：③B号ネットの垂直曳（海底より淡臓まで
，｜

・より表層まで、曳網速度約1m/sec)

ただし、50mより深い定点では50m

鯛 査結果

付表－8，9 ’11

１
１

ｌ
Ｉ
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3）いわし巾着網漁業調査

林凱夫

本捌炎は府下いわし巾蒋網漁業の操業状況、漁猶物、および漁場を把捉するための漁業日露渦盗

として、昭和45年から実施している。なお、昭和47年から52年までは瀬戸内海漁業雅本調査、

53年以降は200カイリ水域内漁業資源総合調査の一つとして、水産庁より委託されているもの

である。

国査方法

岸和田市春木漁協のいわし巾着網漁船（漁船の規模、構成、乗組貝等は昭和47年度耶業報告に

記載)1統を標本船として選び、出漁日毎に調査表（漁業日雄；昭和50年度ﾘ業協告に示す）の

記入を依頼した。なお標本船は昭和45年以降同一漁船である。

鯛査結果および考察

調盃結果は、我3いわし巾着網標本船の漁獲物組成（昭和54年）及び、没4いわし巾希網仕向

状況（昭和54年）として本文末に示すとともに、その概略を以下に述べる。

1．徽期、出鋤日散、操業時間

本年は6月17日から10月9日ま表l標本船の漁期、出漁日数、操業時間

で操業した。この漁業期Ⅲ1中における

月別の出漁日数、投網回数、1日あた

りの平均操業時Ⅲ1（出港から帰港まで）

を我1に示す。

出漁日数は70日で、昨年同様少な

く、これは例年（昭和45年から53

年までの平均87日）の80影に相当

する。1日の操業時間は平均12.0時

間である。漁業期間中の休業は45日一服】である。漁莱期間中の休業は45日で、その内訳は、荒天19日、市珊休み、盆、祭等の公休

26日である。1日あたりの投網回数は平均4.6回で、昨年の4.4回と比べやや多く、例年の

4．8回よりはやや少ない。月別では、7，8月が6回前後で多く、6，10月が4回以トと少な

い。

2．撤穫Jit、漁礎物組成、CPUE

漁猫物の即類は、カタクチイワシ、マイワシ、コノシロ、サバ、マアジ、ボラ、スズキ、マル

アジなどで、例年と大差ない。
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漁獲量は、6月365トン、7月401表2標本船によるイワシ類の漁獲1

ﾄﾝ､8月7851ﾄﾝ、9月703ﾄﾝ､
10月170トンの計2.424トンであ

る。これは、昨年.(6,105トン）の

40％でかなり少なく、例年（昭和45

～53年の平均3.980トン）と比べ

ても60妬強である。これは主要漁獲

物であるイワシ頚が、本年は例年及び

昨年と比べて激減したことに起因する。

本年のイワシ類はカタクチイワシ、マ

イワシを合せて1.010トンと昭和45

年の標本船調壷開始以来の岐低漁獲量

である｡表2に標本船によるイワシ類

の軽年漁獲、を示す。なお標本船は昭和45の唖年漁獲､を示す。なお標本船は昭和45年以来同一測船で､網船のトン数､脇力は変らない

が、運搬船や設備等に多少の改良が加えられている。

‘魚種別漁獲量は、漁期合計で多い順に、コノシロ868トン、マイワシ821トン、サバ309
1ヒ

トン、カタクチイワシ189トン、マルアジ95トン、ボラ78トン等である。

旬別の漁獲物組成を図1に示す。この図からもわかるように、本年はマイワシ、カタクチイワ

シの占める割合が小さく、漁期平均組成でそれぞれ34彫と8％であり、その他の漁類が過半数

の58形を占めている。特に9月以降イワシ類は、ほとんど漁獲されていない状況である。その

他魚類の内訳は漁期平均コノシロ62影、サバ22錫、マルアジ7彫、ボラ5％、マアジ3％等

である。

図2にｲﾘ別主典魚稲別漁礎ftを示す。マイワシが100トン以上漁猫されたのは、6月中・下

旬と8月下旬のみであり、カタクチイワシにいたっては、8月下旬に70トン弱漁獲されたのが

最高である｡全体にイワシ麺以外の、コノシロ、サバを主体とした漁になったことが特徹と言え
よう。 ｜

3．漁獲物の仕向け割合

主要魚穏の月別仕向状況を図3に示す。このうち餌科としているのは、養魚用餌料及び家畜の

飼料とされるフィッシュミール用として仕向けられたものであり、加工は煮干し用として仕向け

｜

られたものを示している。餌料として出荷されたイワシ顛は養魚川餌料であり、コノシロの殆ん

どはう"･ｿｼｭﾐ「ﾙ用として出荷されたものである°

本年はｲﾜｼ噸?漁獲が少癒かつたこと､あって､ｲﾜｼ類のうら鮮魚として出荷される割合
が大倉〈､漁期平亨でｶﾀｸﾁｲﾜｼｶ‘26鯵､マイﾜｼが15影を占めている｡例年であれば
両魚輔とも5％以下である。
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